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　親心地域赦静岡県の三三隊岸櫨地と蒲浅山丘曜陵の緬半で行菰よ鼠静雌市

に必ずん倥惣意蜜倍｝ゆ沖魚二野である静岡三野の・一部で東海適謙以南の

婆剖を暫の擾雅0丘上で畔業の使豊鷺旧来を通翻係鏡にレ紅
　本高文羅穿一浪紙冠慮域概魏運まず調査地或嚢禾レ・蜜煮・人ヌ二三を身

二、三章の前．提どして概説的｝こ猷・℃た・牙二章地形では．地形毒類の’三子ヒ

その詰；漿ドついて壼べ、飽形に瀬レてZ3の涛療を加えた．最改の穿乙章土

両々用で慰、土地利毘図・をもとに、その三三を地形面との岡係から三一ぐ・⊃笈

に叢蒙を地二品魚主ヒレて翫計を用㌧・て更にイ働劉窺状ヒ・気後の見回

なビし・ついて遮べ鳥をし鼠劇て調査地域ボ旧藩地方の一地域ヒして、審の

よう雛捲を項す崩吃喫べて土這這のまヒめ乞ほ・
　次にキニ、乏章の内証を一繭単に鍵べる・

ヤニ蜘踊：地形奔類臨2寿餅みのノの適形図「静岡嚇螂」乏蓋匿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こコ　　し　ロに4万泳のノめ餅耳眞乏潮いて予備侮凝噸をレ後の現地調蟹罵成
した調蜘域の鋤幽は．立湿地．イ蝶、游岸韓の三鰹力・ら成り三二

今、類の話巣は・巌、に禾した錘｝）で諺る・

　萩　地回介類ぐ村．麺彩／外三図）

　／，jL蔽：地也形　摂蝕平坦颪
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　　　　　　　　　堤海旧地（後育湿癒を含も）
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　　　　　　　　　　：埋　：並　池

　π　灘岸平地卜形　砂　　　血　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　砂　　　竣

　丘野地．弛形鞍、概じて地寄しの時短：傾心籍t（願箔てある。侵蝕．平坦面ぱ、久

夕山瞭序セ＼ら成り、面の形成且最・も右い。上血台地面綜ノ1・麗壕β痴、ら減り、

日本平ヒ：奮と分Ψして子笹レ（いる．その形拭は、思湊の方互頂魚とす愚三霞

罪狂一遊剤＝対して逆狽斜レて、＼る．面の慎斜叔粘力庵．劔にぽ兜。。。ゑ

撰降り・藻序の風置土康ヒ思わγし＆萌恭鳶色ρ伽レ既が詠回れる。下位台

地面鼠．上位台遊撃よひ一段低く、“〃～4〃％の崖をもって困老領がら菰町

方に輔導レ（いる。ホ・一リンノ野僧よる構成物顔弓一定してい恥い。又、立弓

削こ昌蘭尤力向に谷毒平野駅発蓬b（おり、釦二半内の漆rハ困い虜賦も平野＼

の出tコに黒蟻地甲形籍し．立瑛をヒリ寒くように合、早撃状地ザ発署している。

　　　　　　　　　　も　＝の両矯を合せて冴夙堆積晦とした。血：後廟「側の急撲の部みで融、海鍵、

朝壊地一猛分噸に強弓丸だ。

　無地地骸：静静黙鋤＼ら東東風蒲の3万向に締堤伽はく発回し
ており事解鍛よρのもの羅発蓮がまい．堤防薦は放脊湿．地ど押えら解るが濁

踊初砂血：の鮪魏酸の織物蜘＼らム〆励鑛畝四三
耀え励t乱田原地形面0保たれてい獄い郷亦貫埋立遮として区別した。

　海岸平地紅形1平野瀬面に鳳一測の小魂模葛砂鋤惚ら甑その煎割く
ば海井沼；、、に砂浜：騨導いていろ。

　凱に．血依の聯弾面形劇てつ・＼て縞設ずト㌧ム状構壷の地禰幅主腔グ

け畜湯創噌麓刷く生脈淑辮斌の下鮎鋤纐部緩蜘は。て控勧、麟

雌弧諮族・物騎禽零墨園・｝説藤肋下界響胴輪禍て紛ト
瀕ヒ瞭屠の圃ド差別授蝕ヵ賜育われ．この部みで帯同剛（欄朕プ侵蝕も警んだ。

この誇果山頂禽近ヒ麓に台地薇バみれ《赤布レ、檬蝕、平渥面も形成されπ。

又、上肛、下位台母法は媛積厩バ単．にドーム状’隆超γこよって砺下多成さ：れπ

ヒは舟え難く・黒蝿な侵鉱をうけ・（ヒ＼るヒ鴎禾急．ズ門下は、構成物環が一

華て・畷・曝なビがら踊武雌の握嶺面で酔いカ、と階隠そに、
趣平野の～慰叢の違いは、ドーム斌隆：起ヒいう蔽起形熊に原噂する、oか毒レ

れ円い．

　孚爵藤吝壷劾飛脚獄つ斬猟バ僻ししにと茄稲。由狸藻の状鰍・
ら彩戎1碗立ろて激叢Xし（濱イ軍・ていた瓜Xに砂鋤噸副・彬膝

に薄明繁し、次才に安福現．藁科蛸徽ビにまり塑積奄れた、そしてその遍穆

ヒおいて自然農衝と後誓湿地バ形颪t汽にのであろ・う．
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　舷章土惣躍如査蠣の土塁糊慰轟市鰍魍網船轍惣糊r。
判別ご酪・蓄三訂ぱ電源円状に東海壁隣礪に撚蕨kおり一警衛敏に葺掻

’すみ　也区内市の郊外uての牲格を項する。エ業櫓土地利用な賢く庭回程蓬

κせはい怠い。

　一知心癖土壁噸は調査地域のか包利朧して最踵要であ乱初謝
ρ彬態は・艶然条件に適応し門形筍あった力二次捧ド社令絢、経町条件鱗

ド鎮護壬ltて叡日冤刷・至ったと落える。叢業ぱ概もて多聯魯＿勲も回覧あ

多。」葺っ・孟被1自演的露なあるが・気候、交通ド恵まれ．疏菜眩栽彪琵種七

三く菩を悩め促成票茱嵐添渠樹なビの純三三蘭の蜘窃力噛1三民

1鷺淋して函・ス馳防糖めけ翫の戯賦典型三三鷲観
い溺・圃娠最猛獣嵐の拡瓶は・て融戯几謹轍鞭鱒濤霞
私し（いるが＼静岡・新・K爾市の細隙蒋ヒレてス京決鍵翻竈男時オ寸ヒ

して．更ド経町が細叙化され，る＝ヒ塘繋望まれ，る。

柿岡盆地面部の地i形、とゴ＝地利用，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　蝿　　争恵子

　旧地毬一三回する二二、をの繊0鰍及α文勲巻要素を考累む、

三三｝磁四三索あ愚、遍要素群の綜合の遇程罐て地回椎の綴合掬三三
1二二ま’延至るこヒが＼κ要てある。

　この轍網．地或の自然的婆勲して最も重三焦慧本｛融ものの＿つ

である地形ヒその地形ハらみた土孝也適用をヰ心にして、乏こハ，ら匙戯性の杷

．径織徽・この徹で和上瞳地域は．茨威県の筑波疎蔑1糊置鍋
幸運舶来《ある、

　　　　　　×　　　　X　　　　x　　　　X　　　　　　　　　　　1．）

　この金地ば・山麓隷が禾規則忍形状顕示すこヒ、・金地内部ド扇献：旭ポなく

ヌ・轍雌雌積物鯵畝な・にと就混在の地獅・磁是穏ヒ瀕

ら鉢離銚（晦畝一μ脇・雍詫一）徽細網瞭齪踊
というこ．とがラ乞ず云える。

又・踊・北鵜の蝿三部に三斜のノ伽滋・まりな韻蝕面凝
亀て脇こ媛緬骸一滋・瑞盤の妹二一滋・膨化塵
例碗ン処ヒす層アル・碗滋の喪即楽羅をのぜ（し・る・ヌ：・ミの擾関門霞，

四切蘇確髄Pぬ威の膨也鰍・て麺嘱．初＝ヒ・畑地
働嘱蝕種蕨の腰回なつ魚・顧ピカ蜷勲きんこの鰍耐高皮
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